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前
回
中
村
積
方
元
副
会
長
は
会
誌
で
「
北
区
医
師
会
の
災
害
時
の
対
応

の
経
緯
」
と
い
う
テ
ー
マ
か
ら
結
び
と
し
て
、
医
師
会
は
独
自
の
そ
れ
な

り
の
活
動
が
あ
っ
て
も
よ
い
、
と
し
て
い
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
救
急
担

当
理
事
と
し
て
現
執
行
部
が
北
区
役
所
と
の
共
同
訓
練
に
積
極
的
に
参
加

し
て
い
る
姿
勢
に
つ
い
て
執
筆
い
た
し
ま
す
。

　

阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
21
年
が
経
過
し
災
害
に
よ
る
被
害
の
記
憶
が
薄

れ
か
け
て
い
る
現
実
。こ
の
時
期
に
今
一
度
災
害
時
の
備
え
を
再
確
認
し
、

北
区
医
師
会
が
去
年
か
ら
北
区
内
の
避
難
所
開
設
時
の
避
難
訓
練
に
会
員

を
派
遣
し
て
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
の
は
医
師
会
が
社
会
に
貢
献
し
て

い
る
姿
勢
で
す
。
そ
こ
で
今
一
度
行
政
の
設
置
し
て
い
る
避
難
所
の
こ
と

に
つ
い
て
認
識
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
区
民
は
医
師
会
に
対
し
て

は
有
事
の
時
に
は
命
を
守
っ
て
く
れ
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
現
況
の
な

か
、
日
頃
か
ら
行
政
と
こ
う
い
う
訓
練
を
積
重
ね
て
い
か
な
い
と
発
災
の

時
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
て
何
も
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

関
西
大
学
社
会
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー
長
の
河
田
教
授
は
「
ア
ク
シ
デ
ン

ト
時
は
日
頃
や
っ
て
い
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
。
日
頃
や
っ
て
い
な
い
こ

と
は
失
敗
す
る
。
」
と
警
告
を
発
し
て
い
ま
す
。
近
年
我
々
は
二
つ
以
上

の
災
害
が
同
時
ま
た
は
連
続
し
て
起
き
る
複
合
災
害
を
常
に
念
頭
に
お
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
東
京
全
市
が
火
の
海
に
化
し
た
１
９
２
３
年
の

関
東
大
震
災
。
地
震
だ
け
で
は
な
く
そ
の
後
に
起
き
た
火
災
が
40
時
間
以

上
燃
え
続
け
た
た
め
災
害
を
大
き
く
し
ま
し
た
。
２
０
１
２
年
の
東
日
本

大
震
災
は
地
震
、
津
波
、
原
発
事
故
が
複
合
し
て
お
き
ま
し
た
。
原
発
に

よ
る
被
害
は
い
ま
も
残
っ
て
お
り
、
被
災
者
の
人
々
は
不
便
を
強
い
ら
れ

て
い
ま
す
。
南
海
ト
ラ
フ
な
ど
巨
大
地
震
は
今
後
30
年
以
内
の
発
生
率
は

70
％
程
度
と
予
想
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
時
、
こ
う
い
う
災
害
で
は

巨
大
地
震
、
巨
大
津
波
、
都
市
部
の
大
火
な
ど
が
複
合
し
て
起
き
る
と
想

定
さ
れ
ま
す
。

　

も
し
、
こ
う
い
う
災
害
が
起
き
て
避
難
が
必
要
に
な
っ
た
ら
我
々
は
す

ぐ
に
行
動
で
き
る
で
し
ょ
う
か
？
い
ざ
と
い
う
と
き
あ
わ
て
な
い
た
め
に

も
、
日
頃
か
ら
避
難
す
る
場
所
と
安
全
な
道
順
を
確
認
し
て
お
い
て
下
さ

い
。

　

津
波
や
大
雨
に
よ
る
水
害
、
火
災
な
ど
に
よ
る
避
難
の
勧
告
や
指
示
が

出
た
と
き
は
、
小
学
校
や
区
役
所
な
ど
に
設
置
し
て
い
る
ス
ピ
ー
カ
ー
で

お
知
ら
せ
す
る
ほ
か
、
携
帯
電
話
へ
の
緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
配
信
、
テ
レ

災
害
時
の
避
難
所
の
開
設
と

医
師
会
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て

る
ー
む
203　

特
集
３
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ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
で
放
送
さ
れ
る
と
大
阪
市
は
広
報
し
て
い
ま
す
。
で
も

実
際
に
被
災
し
た
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
る
と
行
政
側
の
判
断
ミ
ス
が
多
々

出
て
き
ま
す
。
避
難
勧
告
が
出
て
い
な
く
て
も
、
気
象
情
報
な
ど
に
注
意

し
て
自
ら
の
早
め
の
避
難
が
大
切
で
す
。
夜
中
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
て
目

的
ご
と
の
避
難
所
に
確
実
に
い
く
に
は
日
頃
の
訓
練
が
大
事
で
す
。

　

以
下
は
大
阪
市
危
機
管
理
室
危
機
管
理
室
よ
り
提
供
さ
れ
て
い
る
各
種

の
避
難
所
の
内
容
で
す
。
大
阪
市
で
は
次
の
よ
う
な
場
所
を
避
難
場
所
・

避
難
所
に
指
定
し
て
い
ま
す
。
北
区
に
あ
る
避
難
所
を
示
し
ま
す
。

　

広
域
避
難
場
所
と
は
、
地
方
自
治
体
が
指
定
し
た
大
人
数
収
容
で
き
る

避
難
場
所
の
こ
と
で
す
。
行
政
上
の
広
域
避
難
場
所
は
「
地
震
な
ど
に
よ

る
火
災
が
延
焼
拡
大
し
て
地
域
全
体
が
危
険
に
な
っ
た
と
き
に
避
難
す
る

場
所
」
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
一
時
避
難
場
所
が
危
険
に
な
っ
た
際
に
、

こ
の
広
域
避
難
場
所
に
集
団
で
避
難
し
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

大
き
さ
は
、
火
災
の
輻
射
熱
か
ら
身
体
を
守
る
た
め
に
お
よ
そ
10
ヘ
ク
タ

ー
ル
以
上
が
必
要
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
目
的
か
ら
、
大
規
模

な
広
場
（
オ
ー
プ
ン
・
ス
ペ
ー
ス
）
と
し
て
、
大
規
模
公
園
や
団
地
・
大

学
な
ど
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
、
避
難
所
（
収
容
避
難
場
所
と

も
言
う
）
の
よ
う
に
避
難
生
活
を
す
る
場
所
と
し
て
の
位
置
づ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
大
阪
市
は
広
域
避
難
場
所
と
し
て
33
か
所
設
定
し
て
い
ま

す
。
北
区
に
関
し
て
は
三
か
所
あ
り
、
①
う
め
き
た
東
側
一
帯
の
大
阪
市

北
区
大
深
町
、
②
中
之
島
一
帯
は
大
阪
市
北
区
中
之
島
、
③
淀
川
リ
バ
ー

サ
イ
ド
地
区
（
毛
馬
桜
之
宮
公
園
）
は
大
阪
市
北
区
長
柄
東
で
す
。

　

ま
た
、
広
域
避
難
場
所
ま
で
の
安
全
な
道
路
を
あ
ら
か
じ
め
避
難
路
と

し
て
指
定
し
て
い
ま
す
。

　

一
時
避
難
場
所
と
は
、
災
害
時
の
危
険
を
回
避
す
る
た
め
に
一
時
的
に

避
難
す
る
場
所
、
ま
た
は
帰
宅
困
難
者
が
公
共
交
通
機
関
が
回
復
す
る
ま

で
待
機
す
る
場
所
の
こ
と
で
、
公
園
等
の
敷
地
内
に
建
造
物
の
無
い
場
所

が
指
定
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
北
区
で
は
39
か
所
あ
り
ま
す
。
①
菅

南
幼
稚
園
内
運
動
場　

菅
原
町
11

－

２
。
②
浮
田
公
園　

浮
田
２

－

５
。

③
浮
田
西
児
童
遊
園　

浮
田
２

－

２
。
④
浦
江
公
園　

大
淀
南
３

－

３
。

⑤
扇
町
公
園　

扇
町
１

－

１
。
⑥
大
淀
北
公
園　

大
淀
北
１

－

４
。
⑦
大

淀
中
公
園　

大
淀
中
１

－

９
。
⑧
大
淀
中
５
公
園　

大
淀
中
５

－

８
。
⑨

大
淀
西
公
園　

大
淀
北
２

－

１
。
⑩
大
淀
南
公
園　

大
淀
南
１

－

８
。
⑪

鶴
満
寺
公
園　

長
柄
東
１

－

３
。
⑫
菅
北
公
園　

菅
栄
町
４
。
⑬
も
と
曽

根
崎
市
場　

曽
根
崎
２

－

10

－

24
。
⑭
黒
崎
町
公
園　

黒
崎
町
５
。
⑮
毛

馬
桜
之
宮
公
園
（
毛
馬
公
園
）
長
柄
東
２
。
⑯
国
分
寺
公
園　

国
分
寺
１

－

５
。
⑰
滝
川
公
園　

天
満
４

－

７
。
⑱
豊
崎
北
公
園　

豊
崎
６

－

13
。

⑲
豊
崎
中
公
園　

豊
崎
７

－

１
。
⑳
豊
崎
西
公
園　

豊
崎
５

－

５
。
�
豊

崎
東
公
園　

豊
崎
４

－

７
。
�
豊
崎
南
公
園　

豊
崎
３

－

７
。
�
中
津
公

園　

中
津
２

－

８
。
�
中
津
中
央
公
園　

中
津
３

－

４
。
�
中
津
東
公
園　

中
津
２

－

１
。
�
中
津
南
公
園
中
津
５

－

３
。
�
長
柄
公
園　

長
柄
西
２

－

７
。
�
長
柄
西
公
園　

長
柄
西
１

－

７
。
�
長
柄
東
公
園　

長
柄
東

１
。
�
西
天
満
公
園　

西
天
満
５

－

７
。
�
野
崎
公
園　

野
崎
町
２
。
�

東
天
満
公
園　

天
満
橋
１

－

７
。
�
堀
川
児
童
遊
園　

天
神
橋
３

－

４
。
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�
本
庄
公
園　

本
庄
西
３

－

11
。
�
本
庄
川
崎
公
園　

本
庄
東
２

－

６
。

�
本
庄
小
公
園　

本
庄
東
３

－

４
。
�
本
庄
南
公
園　

本
庄
西
１

－

４
。

�
南
天
満
公
園　

天
神
橋
１

－

３
。
�
与
力
町
公
園
与
力
町
５
。

　

災
害
時
避
難
所
と
は
、
家
屋
焼
失
や
家
屋
倒
壊
、
浸
水
被
害
に
よ
り
家

に
住
む
こ
と
が
で
き
な
い
方
の
た
め
の
避
難
所
で
す
。
宿
泊
・
給
食
等
の

生
活
機
能
を
提
供
で
き
る
施
設
で
す
。
小
・
中
学
校
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

北
区
内
で
は
23
か
所
あ
り
ま
す
。
①
滝
川
小
学
校　

北
区
天
満
１

－
24

－

15
。
②
堀
川
小
学
校　

東
天
満
２

－

10

－

７
。
③
西
天
満
小
学
校　

西
天

満
３

－

12

－

２
。
④
も
と
梅
田
東
小
学
校　

茶
屋
町
１

－
40
。
⑤
も
と
北

天
満
小
学
校　

浪
花
町
14

－

６
。
⑥
済
美
福
祉
セ
ン
タ
ー
済
美
中
崎
町
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル　

中
崎
西
１

－

６

－

８
。
⑦　

扇
町
小
学
校　

扇
町

２

－

７

－

24
。
⑧
菅
北
小
学
校　

菅
栄
町
９

－
５
。
⑨
堂
島
地
域
集
会
所　

堂
島
・
中
之
島
老
人
憩
い
の
家　

堂
島
２

－
２

－

26
。　

⑩
豊
仁
小
学
校　

長
柄
西
２

－

６

－

20
。
⑪
豊
崎
東
小
学
校　

長
柄
中
２

－

３

－

30
。
⑫
豊

崎
本
庄
小
学
校　

本
庄
西
２

－
１

－

16
。
⑬
豊
崎
小
学
校　

豊
崎
４

－

５

－

９
。
⑭
中
津
小
学
校　

中
津
３

－

34

－

18
。
⑮
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
国
際
学
校　

中
津
６

－

７

－

34
。
⑯
大
淀
小
学
校　

大
淀
中
４

－

10

－

33
。
⑰
北
稜
中

学
校　

天
満
橋
１

－
１

－

58
。
⑱
天
満
中
学
校　

神
山
町
12

－

９
。
⑲
新

豊
崎
中
学
校　

長
柄
東
２

－

２

－

30
。
⑳
豊
崎
中
学
校　

本
庄
東
３

－

４

－

８
。
�
大
淀
中
学
校　

大
淀
中
２

－

１

－

11
。
�
大
阪
市
立
科
学
館　

中
之
島
４

－

２

－

１
。
�
扇
町
総
合
高
等
学
校　

松
ヶ
枝
町
１

－

38
。

　

い
ず
れ
の
避
難
所
も
複
合
災
害
時
に
は
沢
山
の
区
民
が
避
難
し
て
き
て

医
師
会
に
救
護
班
の
設
立
及
び
運
営
を
要
請
し
て
く
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
一
昨
年
か
ら
北
区
役
所
は
避
難
所
を
開
設
し
て
は
地
域
で
被
災
訓
練

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
医
師
会
と
し
て
は
各
地
区
の
地
元
の
会
員
に
参
加

す
る
よ
う
に
お
願
い
し
て
お
り
都
合
が
つ
か
な
け
れ
ば
救
急
担
当
理
事
等

が
出
席
し
て
お
り
ま
す
。
各
避
難
所
の
備
蓄
物
や
規
模
が
違
う
た
め
そ
れ

ぞ
れ
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
し
て
、
大
阪
市
の
外
郭
団
体
で
あ

る
社
会
福
祉
協
議
会
や
女
性
会
が
ど
こ
ま
で
装
備
し
て
い
る
の
か
知
る
こ

と
も
大
事
で
す
。

　

ま
た
、
医
師
会
は
北
消
防
署
と
は
二
年
ご
と
に
災
害
時
や
テ
ロ
な
ど
を

想
定
し
た
救
助
訓
練
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。
医
師

会
は
病
診
連
携
の
会
を
通
じ
て
各
病
院
の
救
急
部
が
こ
の
訓
練
に
参
加
す

る
よ
う
に
呼
び
掛
け
し
災
害
時
に
備
え
て
い
ま
す
。

『
滝
川
地
域
に
お
け
る
避
難
所
開
設
訓
練
』
出
務
報
告
書

　

訓
練
日
時

�

平
成
27
年
６
月
28
日
（
日
）
午
前
９
時
～

　

訓
練
場
所

�

大
阪
市
立
滝
川
小
学
校
（
北
区
天
満
１

－

４

－

15
）

安
達
ク
リ
ニ
ッ
ク　

安　

達　

一　

哉

　

防
災
訓
練
の
い
ろ
は
を
知
ら
な
い
私
で
す
が
、
出
務
を
し
た
と
い
う
記

録
を
含
め
意
見
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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災
害
は
予
測
も
出
来
ず
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
時
間
に
関
係
な
く
起
こ

り
う
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
防
災
訓
練

を
行
う
と
い
う
の
は
、
非
常
に
重
要
な
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
各

地
域
が
中
心
と
な
り
、
そ
の
地
域
の
避
難
場
所
（
今
回
は
滝
川
小
学
校
）

に
集
ま
る
の
も
良
い
こ
と
だ
と
は
思
い
ま
す
。
た
だ
、

　

防
災
訓
練
を
行
う
前
に
、
行
政
は
も
と
よ
り
消
防
や
各
地
域
の
責
任

者
、
医
師
会
等
が
避
難
場
所
、
避
難
経
路
、
住
民
の
安
否
の
確
認
方
法
等

を
も
っ
と
考
え
て
い
た
だ
き
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
防
災
訓
練
と
い
う
こ

と
で
避
難
場
所
に
集
ま
っ
て
皆
で
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
に
し
か
見
え
ま
せ

ん
で
し
た
。
本
当
に
震
災
が
起
こ
っ
た
ら
、
避
難
場
所
と
さ
れ
て
い
る
所

が
本
当
に
安
全
な
場
所
な
の
か
、
そ
う
で
な
か
っ
た
ら
ど
こ
に
避
難
場
所

を
設
け
る
の
か
、
雨
の
と
き
は
？
ト
イ
レ
の
設
置
場
所
は
？
医
務
室
が
設

け
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
体
育
館
は
大
丈
夫
な
の
か
？
そ
こ
ま
で
行
け
る

道
は
大
丈
夫
な
の
か
、
け
が
人
・
高
齢
者
等
々
家
か
ら
出
ら
れ
る
状
態
な

の
か
等
の
情
報
収
集
、
提
供
方
法
な
ど
の
検
討
が
、
ま
ず
必
要
な
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？
総
論
が
出
来
て
い
な
い
の
に
、
各
論
を
行
っ
て
も

…
？
と
、
思
い
ま
し
た
。

　

北
区
医
師
会
と
し
て
は
、
震
災
が
起
こ
っ
て
か
ら
の
活
動
で
す
が
、
各

地
域
へ
の
医
師
派
遣
命
令
の
発
動
が
必
要
で
す
。
だ
れ
が
、
ど
こ
に
出
動

し
た
ら
い
い
の
か
決
め
て
お
い
た
方
が
良
い
と
考
え
ま
す
。
し
か
も
、
交

代
を
含
め
複
数
の
ド
ク
タ
ー
を
。
そ
れ
と
、
看
護
師
さ
ん
や
事
務
方
も
絶

対
に
必
要
で
す
。

　

北
区
医
師
会
員
は
仕
事
場
と
居
住
地
が
違
う
方
が
多
い
と
聞
い
て
お
り

ま
す
の
で
、
即
座
の
出
動
と
い
う
の
は
無
理
な
こ
と
が
多
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
勿
論
、
先
生
や
家
族
の
方
も
震
災
に
あ
っ
て
動
け
な
い
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。

　

各
避
難
場
所
で
医
務
室
の
設
置
場
所
（
体
育
館
に
な
る
か
と
思
い
ま
す

が
）
な
ど
、
設
置
場
所
は
事
前
に
指
示
し
て
お
く
べ
き
で
し
ょ
う
。
ど
こ

に
進
言
す
る
の
か
は
存
じ
ま
せ
ん
が
。

　

実
際
の
現
場
で
は
、
応
急
処
置
し
か
出
来
な
い
で
し
ょ
う
か
ら
、
寝
か

せ
る
場
所
の
確
保
、
毛
布
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
や
備
品
（
点
滴
・
消
毒
・
ガ

ー
ゼ
・
包
帯
・
テ
ー
プ
等
）
を
避
難
場
所
に
置
い
て
お
く
こ
と
も
。

　

我
々
も
、
本
当
に
震
災
が
起
こ
っ
た
時
に
、
悲
惨
な
状
況
下
に
悲
惨
な

け
が
人
等
を
病
院
の
ベ
ッ
ド
以
外
の
場
所
で
、
道
具
も
な
し
に
診
る
と
い

う
こ
と
の
重
大
さ
を
認
識
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
ね
。

　

後
送
病
院
の
確
保
、
搬
送
方
法
・
手
段
（
交
通
網
の
乱
れ
）
な
ど
問
題

は
多
い
で
す
が
、
ま
ず
は
、
考
え
て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
の
で
し
ょ
う

ね
。

　

私
は
阪
神
大
震
災
の
時
は
起
こ
っ
て
２
週
間
後
に
現
地
入
り
し
ま
し

た
。
東
日
本
大
震
災
の
場
合
は
２
カ
月
後
に
現
地
で
し
た
。
悲
惨
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
れ
な
り
に
落
ち
着
い
て
お
り
ま
し
た
。

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震　

起
こ
れ
ば
甚
大
な
被
害
を
受
け
そ
う
で
す
。
地

震
、
家
・
ビ
ル
の
倒
壊
、
火
災
、
津
波
等
の
予
想
が
つ
か
な
い
事
態
が
起

こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
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地
元
で
起
こ
っ
た
震
災
は
、
起
こ
っ
た
直
後
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

初
動
を
迅
速
に
す
る
に
は
、
行
政
、
地
域
の
方
、
医
師
会
の
全
て
が
、
ま

ず
、
最
低
限　

机
上
で
も
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
繰
り
返
し
（
こ
れ
が
出

来
な
い
と
い
う
こ
と
は
承
知
の
上
で
す
が
）
、
そ
れ
を
元
に
現
場
で
の
防

災
訓
練
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

以
上
、
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

追
伸　

各
先
生
方
が
そ
ん
な
こ
と
は
百
も
承
知
と
い
う
こ
と
、
会
合
に
参

加
し
て
い
な
い
私
が
敢
え
て
書
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
こ
と
、
深
く

お
詫
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

『
滝
川
地
域
に
お
け
る
避
難
所
開
設
訓
練
』
出
務
報
告
書

　

訓
練
日
時

�

平
成
27
年
６
月
28
日
（
日
）
午
前
９
時
～

　

訓
練
場
所

�

大
阪
市
立
滝
川
小
学
校
（
北
区
天
満
１

－

４

－

15
）

田
淵
医
院　

田　

淵　

義　

勝

　

体
育
館
内
の
救
護
所
の
医
師
と
し
て
参
加
し
、
担
架
に
て
運
び
込
ま
れ

た
模
擬
患
者
対
応
を
し
た
。

　

救
助
用
品
に
行
い
て
意
見
を
述
べ
た
。
血
圧
計
は
必
須
で
あ
る
と
強
調

し
た
。
薬
品
、
医
療
、
備
品
の
統
一
的
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

『
堂
島
・
中
之
島
地
域
に
お
け
る
避
難
所
開
設
訓
練
』
出
務
報
告
書

　

訓
練
日
時

�

平
成
27
年
10
月
10
日
（
日
）
午
前
10
時
～

　

訓
練
場
所

�

堂
島
地
域
集
会
所
（
北
区
堂
島
２

－

２

－

26
）

桜
橋
渡
辺
病
院　

渡　

辺　

真
一
郎

　

堂
島
地
区
避
難
所
（
堂
島
小
学
校
あ
と
地
）
に
て
地
域
住
民
（
約
30
名
）

が
集
ま
り
、
消
防
、
警
察
、
淀
川
水
防
団
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
区
役
所
の
職
員
か

ら
、
消
火
実
技
、
土
の
う
作
り
、
土
の
う
積
み
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
救
命

処
置
実
技
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
（
１
７
１
）
な
ど
の
実
技
と

説
明
が
行
わ
れ
た
。
救
護
所
で
は
私
が
ト
リ
ア
ー
ジ
カ
ー
ド
を
用
い
て
タ

ン
カ
で
搬
送
さ
れ
た
ケ
ガ
人
に
対
し
て
、
そ
の
カ
ー
ド
の
使
い
方
な
ど
説

明
し
、
医
師
以
外
の
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
の
必
要
性
を
話
し
た
。
最
後
に
非
常

食
（
〆
米
と
レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
）
の
炊
出
し
訓
練
の
後
に
こ
れ
を
食
べ
て

訓
練
を
終
了
し
た
。
訓
練
の
必
要
性
を
感
じ
た
!!
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『
堀
川
地
域
に
お
け
る
避
難
所
開
設
訓
練
』
出
務
報
告
書

　

訓
練
日
時

�

平
成
27
年
11
月
15
日
（
日
）
午
後
12
時
45
分
～

　

訓
練
場
所

�

堀
川
小
学
校
（
北
区
東
天
満
２

－

10

－

７
）

う
え
や
ま
内
科　

上　

山　

勝　

生

　

訓
練
で
は
必
要
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
職
種
が
解
る
よ
う
に
名
札

か
白
衣
が
あ
っ
て
も
い
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

数
日
以
上
避
難
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
血
圧
計
、
聴

診
器
が
用
意
さ
れ
て
い
た
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

『
堀
川
地
域
に
お
け
る
避
難
所
開
設
訓
練
』
出
務
報
告
書

　

訓
練
日
時

�

平
成
27
年
11
月
15
日
（
日
）
午
後
12
時
45
分
～

　

訓
練
場
所

�

堀
川
小
学
校
（
北
区
東
天
満
２

－

10

－

７
）

大
阪
中
央
病
院　

大　

野　

秀　

樹

　

避
難
所
に
開
設
さ
れ
る
診
療
施
設
で
の
実
診
療
に
必
要
な
物
品
（
備

品
）
に
つ
い
て
再
考
を
希
望
し
ま
す
。
（
血
圧
計
は
必
要
で
し
ょ
う
し
、

救
急
箱
の
内
容
に
つ
い
て
も
再
考
を
「
体
温
計
」
は
水
銀
体
温
計
で
し

た
。
）

『
済
美
地
域
に
お
け
る
避
難
所
開
設
訓
練
』
出
務
報
告
書

　

訓
練
日
時

�

平
成
27
年
11
月
23
日
（
月
）
午
前
10
時
～

　

訓
練
場
所

�

済
美
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
北
区
中
崎
西
１

－

６

－

８
）

大
原
ク
リ
ニ
ッ
ク　

大　

原　

裕　

彦

　

Ａ
Ｍ
10

�

00
地
震
発
生
。
順
次
地
域
住
民
が
避
難
目
的
で
集
合
。

　

北
野
病
院
木
内
先
生
と
出
務
。
消
火
訓
練
、
煙
道
通
過
訓
練
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

講
習
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
た
。
救
護
所
は
ホ
ー
ル
の
一
部
の
部
屋
に
設
置

さ
れ
て
い
た
。
災
害
の
設
定
が
事
前
に
わ
か
ら
な
か
っ
た
た
め
、
聴
診

器
、
血
圧
計
、
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
を
持
参
し
た
。
救
護
所
内
に
は

簡
単
な
救
急
箱
と
生
理
食
塩
水
が
設
置
さ
れ
て
い
た
の
み
（
体
温
計
も
水

銀
計
）
。
模
擬
患
者
２
名
（
左
大
腿
骨
骨
折
の
疑
い
、
頭
部
に
打
撲
）
あ

り
、
診
察
し
、
一
名
は
救
急
搬
送
を
依
頼
し
た
。
簡
単
な
記
録
用
紙
が
準

備
さ
れ
て
い
た
が
、
救
護
所
で
の
作
業
す
る
人
員
の
配
置
が
な
か
っ
た
。
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『
済
美
地
域
に
お
け
る
避
難
所
開
設
訓
練
』
出
務
報
告
書

　

訓
練
日
時

�

平
成
27
年
11
月
23
日
（
月
）
午
前
10
時
～

　

訓
練
場
所

�

済
美
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
北
区
中
崎
西
１

－

６

－

８
）

北
野
病
院　

木　

内　

俊
一
郎

　

市
内
に
は
小
さ
い
地
区
ご
と
に
し
っ
か
り
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形

成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
心
と
な
る
建
物
、
設
備
な
ど
も
準
備
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
は
じ
め
て
知
り
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
実
際
の
災
害
に
対
応
で

き
る
だ
け
の
高
度
な
訓
練
も
必
要
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
地
区
の
住

民
が
災
害
の
時
に
ど
こ
に
行
け
ば
い
い
の
か
を
認
識
す
る
た
め
に
も
、
今

回
の
よ
う
な
気
楽
に
参
加
で
き
る
雰
囲
気
作
り
も
大
切
な
の
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

『
北
天
満
地
域
に
お
け
る
避
難
所
開
設
訓
練
』
出
務
報
告
書

　

訓
練
日
時

�

平
成
27
年
12
月
６
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
～

　

訓
練
場
所

�

も
と
北
天
満
小
学
校
（
北
区
浪
花
町
14

－

６
）

大
原
ク
リ
ニ
ッ
ク　

大　

原　

裕　

彦

　

地
震
発
生
直
後
の
想
定
。
訓
練
は
芝
生
の
グ
ラ
ン
ド
に
て
行
わ
れ
て
い

た
。
テ
ン
ト
の
下
に
救
護
所
を
設
置
。
救
急
箱
と
洗
浄
用
の
水
を
入
れ
る

ポ
リ
タ
ン
ク
が
配
置
さ
れ
て
い
た
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
、
消
火
訓
練
、
担
架
に

よ
る
負
傷
者
搬
送
、
煙
中
訓
練
の
４
班
に
分
か
れ
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
班
が
、
負
傷
者
を
３
～
４
名
搬
送
す
る
た
め
、
避
難
所
で
十
数
人

の
模
擬
患
者
の
対
応
を
行
っ
た
。
疲
労
感
あ
り
。
血
圧
計
、
聴
診
器
、
パ

ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
の
携
行
は
必
要
と
思
わ
れ
る
。




